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１組 〇〇〇〇〇 

ひめゆりの学生の人たちは、

今とは違い、壕の中で怪我を

した兵士や生徒たちの手当て

や食料や水の確保のために 1日中休むことなく過ごしていたことを知って、私は今こうやっ

て毎日学校へ通えること、友達と会えること、家族がいて、家や居場所がある事は当たり前

と思ってはいけないと改めて思いました。今あるこの生活をこれからは感謝して過ごしてい

きたいと心から思うこともできたし、沖縄へ行って、戦争でどんなことがあったのか、みん

なにとって平和とは何なのかをもう一度考え直す機会にしたいです。 

２組 〇〇〇〇〇 

最初は何事もなく楽しく平和に過ごしていた状況が真反対になり、戦争が始まって、その手

伝いをするようになったということがとても心が痛くなりました。また、その中で、怪我を

している人の手当てや亡くなった友達や先生までも処理しないといけない仕事で、まさに地

獄のような生活をしているように見えました。この DVDを見たからには、この人たちの大変

さ苦労をわかるというのが 1番のできることだと思うので、心に残しながらガマ体験などを

したいです。 

３組 〇〇〇〇〇  

戦争がどれだけ恐ろしいか、苦しいものかは、この前の平和学習や 6年生の修学旅行なので

わかっていたけれど、看護など軍人を支える側の人たちもたくさんの苦労をしていると思い

ました。もし私がその場にいて、たった 2週間程度で帰れると思っていたのに、最後まで帰

れないという状況になってしまったら、仕事を放ってその場から逃げ出したくなると思いま

す。このようなことから改めて戦争は良くないと思いました。 

４組 〇〇〇〇〇  

「ひめゆり」を鑑賞して、改めて戦争で多くのものを失うことがどれだけ辛いことかわかり

ました。戦争している時だけではなく、その後も亡くなった人の事とかを考えてしまって辛

いなと思いました。私たちがこうやって毎日おいしいご飯を食べてあったかい布団で寝れて

いることを当たり前だと思ってはいけないととても思いました。 

これから沖縄に行って、洞窟とかを見るのも怖いけど、平和がどれだけ大切か実感できると

思うので、そういうのを考えながら沖縄では学習していきたいです。 

５組 〇〇〇〇〇 

戦争はもっと昔だと思っていたら、1945年意外と最近で驚きました。また、今でも他の国の

戦争のニュースなども見るのに、自分には関係ない遠い話だと思っています。この学生さん

達もはじめは関係のなかったことが急に借り出されて、最悪なことが起こっていたんだなと

わかりました。島全体に死体が落ちていたりするのは考えられないです。爆弾を避けながら

生活して看護するなんて 100%大変でしんどくて怖いと思うので、二度と起こってほしくない

と思いました。 

６組 〇〇〇〇〇 

平和な生活から、急に連れてこられ、血の匂いでいっぱいのところで休みもなく働かされて、

その生活の変わりように驚きました。そして、各自で逃げる時はどんどん身近な人がなくな 

っていき、自分もいつ死ぬのかわからないという絶望するような日々を必死に生きてきた人

たちは、とても尊敬するし、その場で見捨てざるを得なかった人たちに対して、申し訳なさ

でいっぱいだと思います。戦争は誰に対しても、悲しみしか生まないし、終わったとしても、

多くの人に深い傷が残るものだと感じました。 

７組 〇〇〇〇〇 

戦争することによって、自分たちもだけど、相手の人たちの命をとてもたくさん奪っている

ので、戦争の無意味さや恐ろしさを改めて知ることができた。自分たちと同じ歳の人たちが

国のために、肉体的にも精神的にもきつい仕事をさせられた上に、その後は自分たちでどこ

かに逃げなさいと言われていたのが信じられないです。戦争の時でも生きたいという強い気

持ちを持つことや、戦争の恐ろしさを伝えていくことが大事だということを学べた。自分た

ちが今こうやって生きていることや、家族や友達がいることが当たり前だと思わずに生きて

いくことが大事だと僕は思いました。 

～２月６日  

９冊目…②〇〇〇〇    ６冊目…①〇〇〇〇  ５冊目…⑥〇〇〇〇 

４冊目…③〇〇〇〇  ３冊目…③〇〇〇〇  ⑤〇〇〇〇

２冊目…①〇〇〇〇  ③〇 〇 〇 〇  ⑥〇〇〇〇 

平和な学園に次第に戦争の影が忍び寄り、1945年 3月 23日、アメリカ軍

が沖縄に攻め込んできます。日本軍の病院に動員された生徒たちは、暗く

狭い壕の中で、ケガをした兵隊の世話に追われました。4月 1日に沖縄本島

に上陸したアメリカ軍は、日本軍を次々と打ち破り、やがて生徒たちのいる病

院壕にも迫ってきます。5 月上旬、生徒たちは日本軍とともに本島南部に撤

退。そして 6 月下旬にそこにもアメリカ軍が迫ってくると、学徒隊に解散命令

が下されます。壕の中にいては危険だ、バラバラになって逃げなさいというので

す。アメリカ軍の激しい猛攻撃の中で、壕を出た生徒たちは、次々と亡くなっ

ていきました。 




